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青森県深浦地方の新第三系
とくにマンガン鉱床について

’

盛 谷 智　t之

On　the　Neogene　Tertiary　in　the　Fukaura　District，　Aomori　Prefecture，

　　　　　　　　with　Special　Ref6rence　to　the　Manganese　Ore　Deposits　　　・

　　　　　　　　　　By

Tomoyuki　MoRITANI

＼

ABsTRAcT：The　district　concemed　is　located　in　the　green　tuff　region　along　the　coast　F　of　Japan

Sea，　Nror撫crn　Hons捕．　’rぬe　stratigraphic　sequence　of　the　N¢ogene　Tertiary　interca五ating　the　bcdS

of　manganese　dioxide　ore　is　therein，加descening　Qrder，　shown　as　fbllows：

〈upper　M圭ocen¢）Fuj圭kα◎窪awa　formation：mudstone　and　sandstone。

㈱玉・M圭・・一・）儘織叢凱認欝畿謡欝乱1臨，idi、、i鉱

（lower　M呈◎ceRe＞

Kut◎lshlzawa　fer滋a£ioxx：

stone．－

Fujikuragawa　fbrmation：

sandstQ麓e．

rhyollte，　andesite，　t犠鉱ce◎us　co簸g！omerate　and　sa箆d－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

altered　andesite　pyroclastics，　iava　and　coal－bearing

　　The　uppermost　f〈）rmatiQn　is　of　non・marine　facies，～vhile　th¢rernainders　are　of　tnarine　Ones．、　　　　，

　　1嘉the　district，癒eどe　apρ¢ar　tw◎structural　trends：o捻e　p◎三ntS　to　NS　as圭s　reρrese躍ed　by癒e　pre－

vailing　anticlinal　axis　of　fold　and　fault　with　the　same　direction，　and　the　other　to　NW－S耳as　i串　shown

by　the　a滋三clinal・ak圭s◎f鉛三d　a論d伽娠eve爲1三蕊g　the　s三milar・treRd・　　　　　　　・．

，The　volcanic　rocks　are　distributed　in　ferably　in　a　close　relation　to　the　geologic　structure．　Espe・

¢董a蕪y，the　pyr◎xene・andes量tesτe叢蹴量99圭滋圭鵬tely　t・ge織es量§of．嶽e・re　dep・§三t§are　1・cated圭捻£he

marginal　place　ar6und　the　intersection　between　two　different　anticlinal　fbld・axes　alluded　to　above・

　　1翁co澱¢c亡圭6簸w三出the　ge◎10gy　briegY　mexxt圭o駕d　above，　the　ere　depos玉t§are　geRerally　c◇捻§圭d¢red

as負）IIOWS：

　　1）　．Becau§e◎f重he編b疑1aゴ◎r　bedd圭＃9　’　feiCm　a斑圭◎f　b¢量難g　inSercalated　c◎捻致｝ぎ競ab三y圭塁t盤e§鍍麟a，　　－

the　deposits　in（1uestion　ar¢in　fer¢d　to　be　of　sedim¢ntary　origin・

　　2）　，Bas三舞9◎R　tke　fact　t｝｝at　tke　oごes　are　fb犠瓶圭d¢P◎§it¢d　restr圭αively三織tke　s£ごa捻　三yiR琴◎ver　tke・

pyroxene　andesites，　it　s6ems　sur¢that　the，卑angan¢se　in．the　d¢posits　might　hav¢been　deriv¢d　chi¢且y

倉◎磁the　submar三羅c致｝t§茎》欝i鍍g　d犠ご圭轟g｛he　p◇stv◎！ca籍三s魚of　tke　pyroxeRe　a総des董tes　and　pa麩1y倉o獄

weathering　of婁he　same　volcanics　after　their　eruptions．　　　　　　　　　　　．　　、．　　　　　　　　　　・

　　3）　丁蓋at出e　fermati◎漉§三駕1彗《至三籍9犠e◎re　depos1£§are◎f短ar三簸e魚c三es　produced　w圭撫瓢量x三擁9

0f　fresh　water　suggests　the　facility　fbr　6xid飢ion‘ of　the　ore　into　manganese　dioxide．1

　　4）　The　cre（まcp◎§i之s　are疑se昼to◎¢c犠鍵圭蕊9董澄癒¢fcr】【識滋董◎籍s　c◎群e｝ativ¢£◎tke　N圭shik驚◇sawa鋤《至

Onnagawa｛br血ations　of　the　mlddlle　Mioce纂e．　　　　　　　．　　　，

1
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鉱床と地質との関係

　　　　と め
献

1。ま　　え　　が　　き

　青森県西津軽郡深浦町から岩崎村にかけては，層状二酸化マンガン鉱床を伴う新第三系が

発達し，19世紀末の日本のマンガン鉱業開発期には屈指の鉱床地帯として有名であった。本

地域の地質，鉱床に関して，ふるぐは野田勢次郎（19◎9）の20万分の1青森図幅により記載

報告され，次いで高橋純一一（1936）が鉱床の成因を堆積学的見地から論じ，これを海底にお

いて形成された堆積鉱床とした。最近になって地域全般の新第三系の層序学的調査研究が，

東北大半沢正四郎（1958），北村信（1957），秋田大藤岡一男（1959）などによりなされ次

第に地質も明らかになってきた。地質調査所秋田・青森グリーンタフ・グループ1）は1957年

より，秋田県北部から青森県西津軽全域にわたる5万分の1図幅調査を実施し，新第三系の

地質の全ぼうを解明しつつあり，一部はすでに報告もなされている（大沢外1961；平山外

1961）。筆者は1959年よりこれに加わり，1961年から計画の一環として深浦図帳の調査に着

手した。地質図作成の段階において，層序の確立および地質構造，火成活動の特徴の把握が

なされ，マンガン鉱床についても，その層準や地質構造｝火成活動との関連がみとめられ

た。鉱床の成因を論ずるに，鉱床地域全般の地質学的研究が重要課題の一つとされているが

（渡辺1957，　61，　62），本地域については，その観点からの報告が少ないため，研究はなお未

完のままであるが，ここに地質のあらましと鉱床と地質との関係について概述し先輩の方々
とどろ毒

の御批判，御教示をいただきたいと思う。なお隣接の嶺木図幅地区の鉱床についても上村

不二雄氏の御好意により併せて報告させていただくもので，調査資料を提供下さったことに

対し心より感謝の意を表する。調査研究を行うにあたってたえず御指導，御討論いただいて

いる地質調査所上村不二雄，大沢穰，角清愛，平山次郎の各氏に厚くお礼申し上げる。調査

の際に有益な御教示を賜わった秋田大学鉱山学部藤岡一男教授をはじあ関係者の方々に，本

報文発表の機会をお与え下さった広島大学理学部地鉱教室の木野崎吉郎教授をはじめ諸先生

に深く感謝の意を捧げる。

II．地 形

　本地域の地形区分と地質区分・地質構造区分はよく一致している。第1図に示すように地

形区分名を仮称する。本地域の地形は，N－S方向に平行して走る2つの断層，東側の松原

一新湯断層と西側の広戸一岩崎断層により3区分され，東から西へ，白神背斜山地，中央丘

1）大沢濃。角清愛・平山次郎・上村不二雄・盛谷智之
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第1図　深浦地方の地質構造・地形区・鉱床分布関係図

陵地および深浦台地が並列する。白神背斜山地は白神岳（1231m），崩山（939m），茶臼山（894m）

などの急峻な山地がN－一一・S方向に連なり，先第三系基盤岩とこれを覆う中新世下部の緑色凝

灰岩類で構成され本地域の背斜中核部をなす。中央丘陵地は最高を350mとし，ケスタ状に

西方にゆるく傾斜する丘陵性山地で，海岸部では海岸段丘が発達する。主として含油第三系

の堆積岩ゑら構成されている。深浦台地は西側1こ突出した半島部で，250m以下のなだらか

な海岸段丘を主とする台地である。主として中新世中部の火山砕屑岩からなり，マンガン鉱

／



134 盛　　谷　　智　　之

床はこの地域に集中分布する。

III．地　質　の　概　要

A．　層　　序　　概　　説

　白神岳付近に分布する先新第三紀花醐岩類を基盤とし，これを不整合に覆う新第三系の緑

色凝灰岩類，含油第三系よりなる地層が発達し，更にこれを覆う第四紀の海岸段丘および沖

積堆積物までみられる。その層序をまとめ従来の調査と対比すると第1表のようである。第

2表には模式的岩相層序区分を示した。地層名については秋田・西津軽地域の図幅で統一名

を用いる方針であるので，ここではすでに調査完了の弘前図幅（大沢1962），太良鉱山図幅

（角外1962），鷹巣図幅（平山外1963）で確立された層序に一・応準拠しておく。本地域にお

いても部層の規模で仮称したものもある。現段階では，他地域との正確な対比はなお困難な

点もあり，充分な検討と詳しい記載はのちの報告（盛谷；上村）にゆずり，本報文ではマン

ガン鉱床と関連する範囲にとどめたい。

第1表対　比　表
露窯

秀
序
三孝軽地・或　，L秋田｝し峨

（大沢角．早山．盛谷〉

三架；甫地方 鯵ケ3叉；由肉

（階7，北村）

う果準ハ轟尚

（i？㌻？藤岡）

鮪
川

3察捕幽形

脇

本

，し

粛

東B屋刀

差ヰ沢B，

前山”尻
嶋沢月

鋳

新
垂

中
新
壱

含
三
由
新
矛
三
系

小比》力沢兀
　　　　一
舞♪厚

靭3

川

万旦馬黒鬼岩7ち

素公示平月
簾琴川刀 濃琴1り乃 蒜M房

現ソ三尺冗

細朗刀’ 山
渇谷ノち 岩谷彦 丈董テ刀

　岩ム計乃

獅石
十二湖砺幽女

，
l
l

郁尺乃

あ
黒．

沢

場ロ山π 早切り形 黒崎z 葛弓判π緑

色
疑
灰
岩
類

台
島

黒尼｝尺形

早ロ，，1月　・

黒万シスπ

藤倉・1刀

花勘岩類

由野沢彦

丈ナ噸刀
門
前 岩禽π

花歯岩嬢先継紀

藤倉｝・1π

先
新
沖
三
系
1

　　　　　　　　　　　　　　B．基　　　盤　　　岩　　　　　　　　’

　秋田・青森県境，白神岳付近に分布する。角閃石黒雲母花歯閃緑岩類よりなり，，一部は片

麻構造（NE，50S）をなす。白神背斜山地地域の調査が進φば，基盤岩の分布・岩質・構造が

判明するであろう。地質図に示した範囲外にある。

C．　藤　　倉　　川　　層
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第2表　深浦地方地質層序表

爵代 騨房 ㌻也　　　7乙 猿式砦凋三つミ

汁

四
紀
・

現
套
暑
乏

沖積堪猿物

鰭段毎膿物

凄，毛ケ，r怜　±　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

腺　石ナ　籟之　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　●

暫

欝
新
丑

鮪”；

脇本

エL∋甫復
期
中
新
壱
錨｝・｝

　　　　　　　　　　　　〆

濃琴・1君
（　　　　　　岨Zo　一一λS　“）

暗灰芝砂賢泥岩
　　　　　　　　ら

深
浦
峠
砂
沽
（
8
0
凧
）
　
　
6

新

労
　
三
　
証

々》彗 器培y．．

　　　　掴（40～／30　）

　　　裏　　　　岩硬婆嚢砦

十郭月凝灰浩
、　（300”“）

　
　
　
督
武
　
　
　
港
盤
　
　
ハ
駒
鷹
及
着
　
　
　
　
ぐ
2
δ
θ
傲
2
　
争
（
囹

函駕次

！砂指　　・〈b　　　（b　どノ鼠辺毎偽蓄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（之o　e　q＋）

ウ
期
中
新
壱
　
　
　
　
初
期
守
新
査

早口》・｝彦

　　　　　爪　（3・一ノ加）

黒τ義尺万

　（6ρoり

泥砦　6 i

台島 6中ド漁黎竃砂港

聖ム砦
　　　　続蒜酷蜘翫皓，麟

　　　　凄嶋繁火ム跨庸若
門前

爽藻薦．嚇，魏藤倉，り月　　　　　肌　（ノo・り

舗五 基盤潜

変噴蜘治嘘毒．畑蕨凝灰浩

角肉渇黒愛毎花満閃録潜類

建）　動物化石 ＆植物化石　（施）マンガン

　基盤岩を不整合に覆い，自神背斜山地に分布し，笹内川上・中流に模式的に発達する。層

厚は1000mにも達する。岩相上，上位と下位に分かれる。下位は変質の著しい暗紫褐色の

安山岩熔岩・火山礫凝灰岩よりなり，基盤岩近くでは異質の花崩岩礫を含有している。上位

は緑色安山岩質集塊岩・凝灰角礫岩・凝灰岩などの火山砕屑岩よりなり，ときに流紋岩を挾

在する。この層準で礫岩。砂岩・頁岩よりなる爽炭層の発達する場合があり，笹内Jll中流で

はかつて津軽炭鉱（青森県1954，P6◎）として採掘された。爽炭層より植物化石を産し，一藤

岡（1959）によれば阿仁合型とされている。種物化石のみ産することから本層は陸水成層と

みられ，門前層に対比される。

’
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D・無　石　沢　層

　白神背斜山地の西端部から中央丘陵地・深浦台地にかけ広く分布する。上位の地層によっ

て全面を覆われるため，下刻侵蝕された河川の流域や海岸1こ地窓状に露出することが多い。

吾妻川流域に模式的に発達する。大局的には東から西へ向って，下位から上位へと重なるが

流紋岩の熔岩流が主体をなすこと，上限が不整合に覆われることから構造を把握しがたい。、

層厚は600m＋。岩相から凝灰質礫岩・砂岩，流紋岩質凝灰岩・熔岩，安山岩質凝灰角礫岩

の3つに分けられる。

　1．’凝灰質礫岩・砂岩　　一般に凝灰質・泥質で，暗灰色・暗緑色を呈し，安山岩質火山

礫凝灰岩・流紋岩質凝灰岩を挾在する。珪化木・植物化石・炭質物と共に貝化石を産出する。

　2．流紋岩質凝灰岩・熔岩　　顕著な流理組織をなす熔岩流と凝灰岩からなり，激しい火

山活動の、あったことを示している。前述の凝灰質礫岩・砂岩とは指交関係にある。

　3．安山岩質凝灰角礫岩　　流紋岩に挾在され，嶺木付近では流紋岩の上位に重なり｝か

なりの厚層をなす．轟木地区のマンガン鉱床はこの安山岩を不整合に覆う早口川層泥岩中に

胚胎され，のちに述べるように安山岩と成因的に関係を有するものとみられる、

　4．　黒石沢層の層位関係と堆積環境　’黒石沢層と下位の藤倉川層との関係は，北秋田地

域では整合に重なっているが，本地域では断層および不整合関係にある。本層の堆積時には

自神背斜山地地域はすでに隆起地域へと転化しはじめ，その西方の中央丘陵地・深浦台地地

域が本層の堆積の場となり，そこでは激しい流紋岩の噴出があり沈降と海侵がはじまってい

る。本層は植物化石・珪化木・炭質物と共に員化石を産し，全体としては半繊半淡の環境に

堆積した汽水成層ないしは海成層とみられる。台島層にほぼ対比される。

E．早　　口　　川　　層

　本地域においてはOpercuJ．ina，　Mtegyρsimaを含む泥岩・砂岩で特徴づけられ，模式的岩相

は中央丘陵地に発達する。このほか深浦台地には正常の堆積岩を伴わない酸性一中性の火山

岩が発達しているが，泥岩・砂岩中に挾在される凝灰岩に類似することと層位関係からこれ

を早口川層泥岩・砂岩の同準異相とみなし，部層の規模で六角沢凝灰岩・沢辺安山岩とす

る。本地域のマンガン鉱床は殆どが本層準にある。

　1．　泥岩・砂岩　　中央丘陵地に南北の帯状をなして分布し，ゆるく波曲し全体としては

水平に横たわる。追良瀬から北の海岸に模式的に発達する。層厚は北に厚く南に向って次第

に薄化し30m－150mである曾泥岩は北部に発達し，南部では砂岩が優勢となる。泥岩・砂

岩は北村（1957）が田野沢層とし，藤岡（1959）が砂子淵層としたものに相当する。岩相は

追良瀬海岸付近では緑色細礫岩・粗粒砂岩・安山岩質（スコリア質）凝灰岩・酸性凝灰岩の

互層をなすが，広戸より南では凝灰岩は挾在される程度となる。上部に多く挾在される流紋

岩質軽石凝灰岩は六角沢凝灰岩に似た新鮮な軽石をもち，ベントナイト質になった部分もあ

る。スコゾア質凝灰岩は沢辺安山岩中のものと岡岩質で，黄褐色を呈し，スコリアと軽石が

混在している。砂岩は一般に石灰質で，Opercntina，　Miogmpsinaその他多数の貝化石を産し，

植物破片も含有される。化石内容から浅海性，外洋型の海成層とみられ，西黒沢層に対比さ

れる。下位の黒石沢層とは傾斜不整合関係にあるが，両層共ほぼ同じ地向斜性堆積盆に堆積
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

し，両層に挾在される緑色凝灰岩の岩質にも大差のないことから，・time　gapは少ないもの〆

と考えられる。羽越地向斜内では台島階から西黒沢階にかけて全般的な沈降が行われたが

（藤岡1956，58），局所的には造構運動の反映としての不整合現象がみとめられている（西田

1958；沓沢1962；角1962）。本地域は秋田・青森県境の基盤岩の分布するNW－SE方向の　．

隆起帯の延長部にあり藤倉川層堆積後は相対的に隆起傾向が支配的で，局所的不整合現象の

生じやすい条件を備えていたと考えられる。とくに早口川層堆積時にはNS性軸の構造の影

響は顕著になり，背斜隆起部（白神背斜山地）と，堆積盆を形成した沈降部（中央丘陵地）

は明瞭に分かれていっている。鉱床はこのような局所的不整合の不整合面の上方付近に胚胎

されており，鉱床生成の地質条件として考慮する必要がある。

　2・　沢辺安山岩　　藤岡（1959）により命名された。深浦台地西半に分布し，海岸部では

連続露頭をなし，沢辺付近を模式地とする。ゆるく波曲するが大局的には水平で，層厚は

200rρ十である。岩質は比較的新鮮な，黒色緻密破璃質の紫蘇輝石・普通輝石安山岩で，集

塊岩・火山角礫岩・凝灰角礫岩・スコリア質凝灰岩からなり熔岩も伴う。海岸では径1mに

も達する火山岩塊から火山礫まで乱雑に入った凝灰角礫岩が，海蝕を受け，岩塊を突出させ

た特徴ある岩相を呈する。まれに黒雲母を有する酸性凝灰岩の薄層を挾在し，スコリア凝灰

岩中には軽石が混在する。層位関係は，下位の地層を欠くため下限は不明である。上位の六

角沢凝灰岩とは軽度の不整合関係にあるが，殆どtime　gaPはないとみられ，六角沢凝灰岩

が早口川層泥岩・砂岩と同準とみられること；泥岩・砂岩に挾在されるスコリア凝灰岩が沢

辺安山岩のものと同岩質であることからこれを早口川層に含あた。しかし黒石沢層中の安山

岩とも類1以の岩質であり，同じ時期にすでに活動していた可能性もある。沢辺安山岩は岩質

的には北秋田地域の女川初期から船川末期まで活動した素波里安山岩に相当する（藤岡1959）

が，本地域では活動の開始が早く少なくとも早口川層（西黒沢層相当）堆積時には噴出して

いる。岩崎・深浦地区の鉱床は沢辺安山岩と，これを覆う六角沢凝灰岩との間の不整合面の

上方付近に胚胎される。

　3・六角沢凝灰岩（仮称）深浦台地の東半に分布し，湯ノ沢・六角沢付近を模式地として

仮称する・六角沢上流部を中心としてドーム状をなし・北西・南西方印に5°－10°でゆるく

傾斜する。層厚は200m。岩相は淡緑灰色の流紋岩質軽石凝灰岩と同岩質の砂岩および泥岩

の互層からなる・比較的下部に含植物化石凝灰質泥岩を挾む。流紋岩の熔岩流も挾在し，上

部には真珠岩質流紋岩が噴出しており，斑晶に黒雲母・石英・鶉長石を含む。六角沢・岩崎

付近では層間異常がみとめられ，堆積時の火山瞳出や造構運動の影響であろう。化石として

は11血絢㎝・海綿・珪藻のほか植物化石を産し，藤岡（1959）によれば，Tsuga，　BetuLα，

Carpimas，　Abiesなど報告されている。層位関係では，黒石沢層の流紋岩を不整合に覆い，

沢辺安山岩とも軽度の不整合関係にある。しかし沢辺安山岩中に酸性凝灰岩の薄層が挾在さ

れたり，，六角沢凝灰岩の基底に一般1に礫岩の発達しないことから，両者は引続いて噴出した

もので・不整合間のtime　gapは殆どなかったものと考えられる。中央兵陵地に発達する泥

岩・砂岩との関係は広戸一岩崎断層を境して岩相が全く変わるため対比を困難にしている

が，泥岩・砂岩の上部に六角沢凝灰岩の噴出によったとみられる葭性凝灰岩を挾在している

ことから早口川層に含あられるものと思われる。早口川層の上位に重なる岩谷層は硬質頁岩

で特徴づけられるが，六角沢凝灰岩中には硬質頁岩に類似する泥岩の発達する場合もあり，

’
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　　Maklygpta，海綿化石などは硬質頁岩によく含まれることから，六角沢凝灰岩の上限は岩谷

　　層下部にかかるかもしれない。

　　　早口糾層泥岩・砂岩と岩谷層硬質頁岩はいずれも典型的な海成層である。一方これと同層

．　準にある六角沢凝灰岩は海棲動物化石は少なく，植物化石を産し淡水の影響の強い環境に堆

　　した汽水性の海成層とみられ対照的である。このことは深浦台地地域が羽越地向斜の全般的

　　積沈降期にあって，局所的な造構的要因によって隆起地域へと転化し，隣接する沈降域（中

　　央丘陵地）とは異質の堆積環境を生じたと考えられる。とくに沢辺安山岩の激しい火山活動

　　によって，地域は急激に上昇し一部には植物の生育出来る陸地の出現となり，六角沢凝灰岩

　　中の植物化石はその陸地に由来したものであろう。深浦台地地域に発達する正常の堆積岩を

　　伴わないこれら異常相の問題については，あらためて検討したいが，木角沢凝灰岩と泥岩・

　　砂岩にみられた同層準異質の堆積環境の例として，時代対比は別とし，鈴木敬治（1959），田

　　ロー雄（1961）などの報告がある。岩崎・深浦地区の鉱床の殆どが，この六角沢凝灰岩中に

　　挾在され，とくに下位の沢辺安山岩を覆う不整合面の上方付近に多く，六角沢凝灰岩の堆積

　　環境と関連しているとみられる。　　　　　　　　　・

F．岩 谷 層

　北秋田地域でいわゆる硬質頁岩によって特徴づけられる地層に命名され，，秋田油印の女川

層に相当する。中央丘陵地には，模式的岩相の硬質頁岩が分布する。、堆積盆周辺部に塩基性

から酸性の火山岩がみられ｝広戸一岩崎断層上に安出岩火山角礫岩，断層東側に沿って玄武

岩質凝灰角礫岩，笹内川の南には十二湖凝灰岩（流紋岩質軽石凝灰岩）がそれぞれ噴出して

いる。

　1．　硬質頁岩　　広戸付近に模式的に発達している。NS軸で波曲するが大局的には15°

内外のゆるい傾斜で西方に単斜し一・種のケスタ状をなす。笹内川新湯付近より下流へ軌道沿

いに波曲が観察される。層厚は広戸一岩崎断層に向って薄くなる傾向があり40m－150mであ

る。岩相は暗灰色堅硬緻密な板状の硬質頁岩で，黒色泥岩の薄層を挾み，基底部では海緑石

に富む。上部に流紋岩質軽石凝灰岩・玄武岩質凝灰角礫岩を挾在し，最上部は十二湖凝灰岩

の厚層となる。化石としてはMaklyGmα，海綿などを産し大型貝化石は少い。早口川層泥岩

・砂岩に整合に重なる。泥岩・砂岩よりは増深した環境の海成層とみられる。白土山東方の

南股鉱山として採掘された鉱床は，凝灰岩と硬質頁岩の互層中に挑在されるが，硬質頁岩の

発達がみられることからこの層準を岩谷層下部とした。

　2．安山岩火山角礫岩　　白土山東方の南股鉱山付近に分布し，広戸一岩崎断層上に噴出

したものであるe沢辺安山岩と岩質的には一致するが，六角沢凝灰岩の上に噴出して♪硬質

頁岩と凝灰岩の互層が上位に重なることから岩谷層下部に含あた。深浦台地に分布し，六角

沢凝灰岩・沢辺安山岩を貫く安山岩岩脈は同時期の活動とみられる。沢辺安山岩とは同岩質

異層準にある。ここでも安山岩の上位に重なる地層に鉱床が存在するという事実に変わりな

く南股鉱山の鉱床が胚胎している。

　3．　玄武岩質凝灰角礫岩　　白土山東方と十二湖付近に分布している。広戸一岩崎断層と

松原一新湯断層により限られた沈降堆積盆の内側で，NS断層とNW－SE断層の2つが交

叉する付近に限って噴出している。これは本地域で一般にみられる現象で，十二湖より南で
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も断層に沿って各所に分布している。黒色の玄武岩質本質火山噴出物からなり集塊岩の場合

もある。硬質頁岩の上・中部に挾在される。

　4．　十二湖凝灰岩　　これまでの呼称（藤岡1959）によっている。十二湖付近に模式的に

発達する。十二湖付近で300rpの厚層をなし，北に向って急激に薄くなるが広戸付近まで追

跡される。十二湖付近に噴出の中心があったとみられ，ここでは成層状態悪く，軟弱，角礫

状の流紋岩質軽石凝灰岩である。一般に真珠岩質でときに真珠岩質流紋岩の熔岩・岩脈がみ

られる。笹内川以北では成層を示し，細粒の軽石質凝灰岩が主となる。斑晶として黒雲母・

石英・斜長石を含み，岩質的には早口川層の六角沢凝灰岩に似る。硬質頁岩とその上位に重

なる藤琴川層暗灰色砂質泥岩の問に挾まれるもので，整合関係にある上・下位の地層がいず

れも海成層であることから十二湖凝灰岩は海底噴出によった堆積物とみられる。

G。　藤　　琴　　川　　層

　北秋田地域で黒色泥岩によって特徴づけられる地層に命名されたもので，秋田油田の船川

層に相当する。本地域では模式的黒色泥岩相とはやや異な弘塊状暗灰色砂質泥岩よりなり　　’

、中央丘陵地の西端部に分布し，笹内川下流に模式的に発達している。このほか深浦台地に同

準異相とみられる深浦砂岩が分布している。　　　　　　－

　1．・t暗灰色砂質泥岩　　岩崎駅北東の泥ノ沢に模式的に発達する。波曲しながら西方に15°

内外のゆるい傾斜をなす。広戸一岩崎断層に沿って六角沢凝灰岩の上にabutし，帯状の狭

い分布で北に続き，広戸付近では薄化するe層厚20m－25◎m。岩相は塊状暗灰色砂質泥岩

を主とし，下部では海緑石・泥灰質レンズ・砂礫岩の薄層，軽石凝灰岩などみられる。この

層準では貝化石やその破片に富む部分もある。上部に向って塊状灰色砂質泥岩となり，流紋

岩質凝灰岩の薄層を挾み，化石はMaktyαmaが含まれる。層位関係では，岩谷層硬質頁岩

に整合に重なるが，この間に十二湖凝灰岩が挾まれる。北部では直接に重なる関係がみられ

る。流紋岩質凝灰岩は十二湖凝灰岩の活動を申心に岩谷層の上部から藤琴川層申・下部まで

挾在される。硬質頁岩に引続いて地向斜性堆積盆を埋あていった海成層とみられる。

　2．　深浦砂岩（仮称）　　深浦台地の中央部に盆状をなして発達する砂岩からなる地層を，

湯ノ沢・中山峠付近を模式地として深浦砂岩と仮称する。野田（1909）は，この砂岩層を，

その下位の筆者が六角沢凝灰岩（仮称）とした地層を含めて深浦層と命名し，以来この呼称

が用いられてきた。しかし，従来の深浦層は，内容的には不整合関係にある2つの地層から

なり区分される必要があり，一方この砂岩層は本地域のどの層準の岩相とも異なっており，

対比上も問題のあることから部層として独立に扱うことが妥当とみられるので，ここでは深

浦砂岩（仮称）と呼ぶことにしたい．岩相は軟弱塊状砂岩からなり，ときに凝灰岩の薄層を

挾在する。基底部に，やや石灰質の粗粒砂岩が発達し，保存のわるいP協eηsp．などの貝

化石を含有する。層厚は約8◎m。層位関係は下位の早口州層沢辺安山岩と六角沢凝灰岩を

不整合に覆うe中央丘陵地に発達する岩谷層硬質頁岩あるいは藤琴川層暗灰色砂質泥岩など

の堆積岩との関係は不明であるが，藤琴川層の基底部に，含貝化石礫岩・砂岩が発達し，と

くに十二湖南方の黒崎付近のものは岩相も深浦砂岩に類似しており，藤琴川層堆積時には盆

地が分化し，堆積条件の差で岩相が変化するdとが考えられるので，ここでは深浦砂岩を藤

琴Jii層暗灰色砂質泥岩の同準異相としておく。化石と岩相から浅海性の海成層とみられる。
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なお深浦砂岩は，これまで野田（1909）により鮮新統に，半沢・北村（1958）により鰺ケ沢

油田の鳴沢層に，藤岡（1959）により秋田油田の鮪川層にそれぞれ対比されているが，この

問題について筆者の資料は不充分なので，あらためて検討報告したいと思う。

H．　海岸段丘堆積物および沖積堆積物

x

　海岸段丘の発達はよく，とくに深浦台地において顕著で5段はみとめられる。大きくは3

段に分けられ，礫・砂・粘土の段丘堆積物よりなる。沖積堆積物は川の流域の狭い神積低地

と沿岸沖積低地に発達し，礫・砂・粘土からなる。岩崎より南の十二湖凝灰岩の分布する地

域の海岸に沿っては，砂丘が形成されつつある。

IV．地　　質　　構’　造

東北日本内帯においては，基盤岩の分布方向であるNW－SEと，これに斜交する油田摺“

曲方向であるNSの，2方向の構造が支配していることが数多く捲摘されている（榊原1958

；北村1959；田口1960，etc）。平山（1961）は北秋田・西津軽地域の地質構造が，これらの

たがいに交叉する，NS方向とNW－SE方向の軸をもつ摺曲構造の組合せからなるとし，摺

曲を規模によって第1一第3級の隆起帯に区分し，堆積作用。火成活動に影饗を与えている

ことを明らかにした。本地域の地質構造においても，この2方向の摺曲構造の組合せの性格

があらわれており，筆者は平山（前出）の説に基づき考察した。巨視的には，本地域は秋田

・ 青森県境の基盤岩が分布するNW－SE方向の背斜核部の延長にあり，北の鰺ケ沢油田と

南の北秋田油田の縁辺部をなし，黒石沢層堆積時より全体としては隆起傾向がみられ，上位

の地層の薄化・局所的不整合現象で特徴づけられている。地域内部の地質構造をみると，2

方向の構造のうち，とくにNS軸の摺曲構造が顕著で，南北に延びる2つの背斜隆起帯（白

神背斜山地，深浦台地）とその中間の沈降帯（中央丘陵地）を形成し，黒石沢層からの堆積

作用・火成活動を強く規制している。NW－SE方向の裾曲構造は，白神背斜山地を構成す

る藤倉川層の走向にあらわれ，西津軽山地一般の傾向に一致するが，黒石沢層より上位の地

層に対してはゆるい曲隆としてあらわれるにすぎない。このようなNW－SE方向の背斜部

は，深浦台地より茶臼山方向に存在するとみられ，この背斜部を境して地層は北と南にそれ

ぞれ傾斜し，早口川層，藤琴川層申の層問異常もζの部分に多い。このことから顕著なNS

方向の背斜と共に，NW－SE方向の背斜も地層堆積時に活動があったと考えられる。轟木

北方をも，，このようなNW－SE背斜部がとおるものとみられる。2方向の背斜構造がたが

いに交わると，より隆起したculmination（B肌INGS　196◎）をつくり，杉山（1957）によれ

ばこのような部分に裂ue　’鉱脈が集中するどされる。本地域では，このような2つの背斜部

が交叉し，ドーム状に隆起する場所の周辺部に輝石安山岩が噴出しているようにみられる。

マンガン鉱床は安出岩の噴出した場所に続いて形成されている。しかし本地域で堆積作用・

火成活動を支配したものはNS構造が主であったとみられ，藤倉川層堆積後，東側の自神背

斜山地地域は隆起帯へと転化し，黒石沢層を西方の沈降帯へ堆積させ，早口川層の堆積時に

は西側の深浦台地地域も隆起していき，その後の岩谷層・藤琴jll層の地向斜性堆積は中閥の

沈降帯（中央丘陵地）に限られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　断層は相対的隆起と沈降の境界部あるいは背斜軸部に生じている。とくにNS性断層は隆
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起帯と沈降帯の境界部に雁行状に形成され，破砕帯を生じたりしている。松原一新湯断層・

広戸一岩崎断層の2つが平行して走っている。NW－SE性断層は同方向の背斜隆起部の存

在する付近に生じ，NS性断層に切られる。　NS性断層がより新しい時期まで活動したもの

とみられると2方向の断層がそれぞれ形成されている場所は，地層堆積時よりすでに弱線と

して存在しており，深部裂nv　．e地下におけるマグマ活動・火山活動を併発し，＿ 黒石沢層から

藤琴川層堆積時まで多量の塩基性一酸性火山岩を噴出せしめている。　　　　　’

V．火　　成　　活　　動

　各時期を通じて造構運動・地向斜運動と結びついて火晟活動は行われている。藤倉川層は

変Pt．Uた安山岩熔岩・凝灰角礫岩・岩脈などからなり大規模な安山岩の活動があったものと

みられる。流紋岩の活動もこの時期にあったが規模は小さい。黒石沢層の堆積時には，白神

背斜山地地域が隆起帯へと転化しはじめ，その西側の初期的地向斜性堆積盆となった沈降部

に多量の流紋岩の噴出があり，一部には安山岩の活動があった。早口川層の堆積時には，深

浦台地地域が隆起域となっていき，主要な火山活動の場となり，沢辺安山岩・六角沢凝灰岩

の噴出があった。この時期より東西の2つの隆起帯と中間の沈降帯が明瞭に分かれ，地向斜

性堆積は沈降帯（中央丘陵地）のみに限られ，隆起域の一部（深浦台地）には異質の堆積環

境が出現した。岩谷層は沈降帯内の地向斜性堆積により形成されたが，この時期に沈降帯の

周辺部にある断層に沿って立武岩が噴出し，隆起帯（深浦台地）には安山岩の貫入・噴出カゴ

あった。岩谷層と次の藤琴川層の間には沈降帯内で十二湖凝灰岩の活動があった。

　本地域の火成活動で特徴的なことは，活動の時期と無関係に，特定の場に特定の火山岩が

噴出していることである。その一つはほぼ沈降帯（中央丘陵地）内に，互いに隣接した噴出

中心をもって，層準を異にして活動した流寂岩質火山岩で，黒石沢層の流紋岩・早口川層の

六角沢凝灰岩・岩谷層の十二湖凝灰岩がこれにあたる。その他の例は，NS軸とNW－－ISE

軸の，2つの互いに方向の異なる背斜部の交わったculminationの周辺部にあたる，相対的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ

隆起と沈降の境界付近に噴出した安山岩で，黒石沢層から岩谷層の時期まで活動している。

この種の背斜構造は，勿論安山岩噴出後に完成されたものとみられるが，火山活動のあった

時期にも，何らかの活動を支配するような要因となったであろう。鉱床は安山岩の噴出後，’

その上位の地層が堆積中に生成されたものである。井上（1958）によれば秋田油田地域で，

火山活動の噴出中心が特定の場所に集まる傾向があるとされるが，地質構造と火成活動の関’

連は本地域においても顕著である。

VI．鉱　　床　　概　　説

　　　　　　　　　　　　　A．鉱床の分布と現況

　本地域のマンガン鉱床は岩崎村から深浦町にかけて分布し，小規模の鉱山が各所に存在す

る。これは第1図に示すとおり，北部の轟木地区と南部の岩崎・深浦地区の2ケ所に集中して

おり，地質構造上，隆起帯周辺の安山岩が分布する場所に限られている。かつては愚木鉱山

　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　’

！
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・ 深浦鉱山・南股鉱山・岩崎鉱山三〉（野田19◎9；地調編1954；青森県1954，P42）などの名

で採掘されたが，1961年の筆者の調査時には岩崎付近に1ケ所稼行中のものをのぞいて，他

は全て廃坑となっていた。多くは露頭観察も困難になっ゜ており，わずか1（　1日坑跡と廃石から

採掘時の鉱床の規模を推定し，鉱石サンプルを得ら、れるにすぎない．

B．鉱床の形態と鉱石

　鉱床の形は層状あるいは塊状で，層理に平行し，層準を異にして噴出した輝石安山岩をそ

れぞれ覆う，早口川層泥岩（騒木地区），六角沢凝灰岩，岩谷層の硬質頁岩凝灰岩互層　（岩

崎・深浦地区）の中に挾在される，岩崎付近で観察されるところでは，厚さ10cm－1m程度

に膨縮し水平方向への連続性には乏しい。いわゆる鉱層をなして層理に平行して挾在される

ことは，高橋（ヱ936）の論じているように堆積性鉱床の特徴とみられる。明瞭に鉱層をなす

もののほか不規則形の結核としても存在している。

　鉱石は黒色二酸化マンガン鉱よりなる8肉眼的には柔軟な土状鉱石・粗霧塊状鉱石の2種

類がみとめられる。土状をなすものは，泥質の不純物を含む膠状沈澱物のマンガン土である。

塊状をなすものは，いわゆる芋マンガンの軟マンガン鉱・硬マンガン鉱よりなるもので，軽

石片・火山礫などを核としてマンガン結核となり，それが集合して鉱層となり，砕屑片をマ

ンガンが膠結した状態がみられる。鉱石のうちには豆状・葡萄状等の膠状構造を呈するもの

もある。

　鉱床の近くには，一般に王髄質石英を伴い，その産状は層状・レンズ状・塊状で層理に平

行して挾在される。しかし玉髄質石英のみ単独で，層理に不調和な産状もあり，六角沢上流

では凝灰岩の層理を切った赤緑色の塊状・脈状・網状をなす玉髄質石英が観察され，珪酸液

が上昇注入した跡を示している。岩崎付近の鉱床には粘土を伴っていないがひその他の鉱床

の鉱石には粘土を混在しているものが多いe

　以上のように鉱床の特徴として，輝石安山岩を覆う上位の地層中に，層理に平行する鉱層

として挾在されること，鉱石に沈澱構造を有すること，玉髄質石英を鉱床付近に伴い，しか

も明らかに上昇液によってもたらされたものもあること，鉱床に粘土を伴うことなどがあげ

られる。このことから鉱床は，輝石安山岩の噴出後，上位の地層堆積時に後火成活動として

の温泉作用があり，マンガンや珪酸液を湧出し沈澱堆積させたものと考えられる。温泉作用

はおそらく弱線である断層付近で活濃に行われたもので，断層に沿う鉱床分布のみられるこ

とにより推完される。堆積環境は内湾ないしは浅海であったとみられ，したがって鉱床の型

としては海底温泉性堆積鉱床であり，吉村（1952a，52b，56）の分類によれば，申新世のいわ

ゆるピリカ型鉱床にあたる。

　で方，岩崎付近の鉱床には玉髄質石英や粘土を伴れないものもあり，堆積時に輝石安山岩

が陸上風化を受けた可能性もあり，鉱床が不整合面の上方に胚胎されることなどから，マン

ガン供給源の一部には陸上，あるいは海底において輝石安山岩が風化を受け，マンガン分が

溶出し海水中にもたらされる過程が考えられる。本地域の鉱床生成にあずか6た地質条件か

ら考えて，マンガン供給源としては温泉作用と風化作用の2つの過程があり，主力は温泉作

1）交通は五能線騰木・深浦・陸奥岩崎の各駅よる至る。
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用にあったものであろう。

VII．鉱床と地質との関係

A．鉱床と火成活動の関係

　マンガン鉱床や鉄マンガン鉱床ぽ，その生成時代をとわず塩基性火成活動と関連があると

され，高畠（1958）によれば，古生層・中生層中の含マンガン鉄鉱床は玄武岩の噴出に続い

て形成された海底噴気性堆積鉱床とされている。吉村（1952a）は，’北海道西南部・能登地方

などに分布する中新世のピリカ型（海底温泉性堆積）鉱床が，玄武岩・安山岩の噴出に引続

いて行われたマンガン質温泉の流出によって形成されたとしている。

　本地域の層状二酸化マンガン鉱床は，輝石安山岩の噴出後，主として温泉作用により，一

部は陸上（ないしは海底）風化作用によりマンガンが海中に供給されて沈澱堆積したもので

あり，輝石安山岩の活動とは密接な関連がみられる。輝石安山岩は地質構造からいえば，相

対的隆起と沈降の境界付近にジ層準からいえば黒石沢層から岩谷層にかけて噴出をくり返し

て行っている。岩質は黒色緻密破璃質の紫蘇輝石普通輝石安山岩で，岩相は集塊岩・凝灰角

礫岩・スコリア凝灰岩からなり，熔岩・岩脈も伴う。岩質的には吉村（1952a，　P144）が，ヒ゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノリカ型鉱床に伴う玄武岩あるいは黒ゴマ層とされたものに相当するとみられる。吉村（前出）

は，これを新第三系の基盤岩である花歯岩質岩石を同化混成した岩石としている。本地域の

鉱床は輝石安山岩の中には直接胚胎されず，これを覆う地層中に挾在され，噴出後の後火山

作用としての海底温泉により，主としてマンガンが供給されたとみられる。その際の温泉作

用が，地下における輝石安山岩のマグマ活動と関連して鉱液をもたらしたものか，あるいは

基盤岩や輝石安山岩体から，上昇液中にマンガンが溶出されたにすぎないものか現段階では

結論出来ない。岩崎・深浦地区は現世においても温泉作用がみられ，岩崎温泉・六角沢鉱泉

断湧出があるが，特にマンガン質沈澱はもたらしていない。深浦地方の鉱床を生成させた中

の世の温泉作用は特殊であったことが考えられる。マンガン供給源の一部となったとみられ

る，輝石安山岩の陸上風化による成分溶出も，あまり時期をへだてた地層中には鉱床の存在

しないことから，輝石安山岩の噴出後の短い期間に多く行われたものであろう。

　輝石安山岩とほぼ同時期に活動した塩基性火山岩として，沈降帯内に噴出し岩谷層硬質頁・

岩に挾在される玄武岩質凝灰角礫岩があるが鉱床は伴われていない。酸性火成活動としては

黒石沢層から岩谷層まで，3回の流紋岩の噴出がある。このうち早口川層の六角沢凝灰岩は

岩崎・深浦地区の鉱床を胚胎しており，その噴出中心と堆積の場を同じくしていることも，

鉱床生成に関係があったかにみられる。しかし，六角沢凝灰岩が輝石安山岩を覆う不整合面

の上方付近に鉱床は限られ，黒石沢層の流紋岩・岩谷層の十二湖凝灰岩などの，同岩質の火

山活動には鉱床が伴われないことから，酸性火成活動は成因的に直接の関係はないものと考

えられる。

B．鉱床と地質構造の関係

秋田・青森県境の基盤岩分布方向とされるNW－SE方向の地域には，金属鉱床が集中分

布することで知られ，榊原（1958）は，これを西津軽一北秋田鉱化帯とし，鉱脈型・黒鉱型

、
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鉱床の分布と地質構造・火成活動との密接な関連を指摘している。マンガン鉱層の場合は，

鉱脈型鉱床にみられるような直接的な構造支配はないが，鉱床生成に関連のある火成活動あ

るいは堆積環境などが地質構造。造構運動に規翻されており；鉱床分布は結果的に地質構造

において特定の位置に限られている。

　本地域は大局的に，西津軽一北秋田鉱化帯とされた，秋田・’青森県境の基盤岩の分布する

NW－SE方向の隆起帯の延長にあり，北の鰺ケ沢油田と南の北秋田油田の縁辺部をなし，

黒石沢層堆積時より全体として隆起傾向が支配し，沈降量が少なく，局所的不整合や地層薄

化現象がみられる。マンガン鉱層の生成に，このような造構条件あるいは古地理的条件が重

要な要因となるものと考えられる。本地域において他の金属鉱床としては，崩山付近で探鉱

された松神鉱山（地調編1956）の銅鉱脈が発見されているだけで，西津軽一北秋田鉱化帯の

延長方向にありながらマンガン鉱層のみが分布する特殊な地帯となっている。この特殊性も

前述の条件に関連するものかと思われる。

　本地域内の地質構造が，顕著なNS軸摺曲構造と，これに交わるNW－SE軸摺曲構造の

組合せからなることはすでに述べたとおりである。鉱床生成に密接な関係をもつ輝石安山岩

は，この2方向の背斜が交わってつくる，より隆起されfc　culMinatienと沈降側との境界部

に噴出しており，2方向の構造はすでに堆積作用一’火成活動の行われた時期から影響を与え

たものとみられる。鉱床は輝石安山岩の分布する場所に限られており，隆起帯の縁辺部に位

置し，沈降帯の中央には存在していない。なお高橋（1936）によれば，醗木地区と岩崎。深

浦地区の鉱床のほか，北部の小童子川流域く第1図参照）の女川層基底部（早口Jll泥岩。砂

岩ないしは岩谷層硬質頁岩の層準をさすものとみられる）にも鉱床の存在が報告されている

が，地質構造から分布が予想される位置にあたる。

　現在の断層が存在する場所は，鉱床生成時にも弱線であり，海底温泉の上昇通路となった

とみられる。この関係は，広戸一岩崎断層と醗木地区のNW－・SE　‘方向の断層に沿う鉱床分

布に示される。

　　　　　　　　　　　　　C・　鉱床と堆積環nj　q）関係

　層状二酸化マンガン鉱床の生成された堆積環境もかなり特殊なものと思われる。岩崎・深

浦地区の鉱床の殆どが胚胎される早口川層の六角沢凝灰岩は，凝灰質泥岩中に植物化石を産

し，MakiPtasmα，海綿などの海棲動物化石も含むことから淡水の影響を強くうける内湾の環

境に堆積した海成層とみられる。これと同準にある早口川層泥岩・砂岩はOpercesZinα，

脇喀γ麺脇などの化石を多産する外洋型の海成層であり，同じ時期に異質め堆積環境があ

ったことになる。この堆積環境の分化は，早口川層堆積時に深浦台地地域が造構運動により

隆起域へと転化し，とくに輝石安山岩の噴出により急激な上昇で，一・部には植物の生育に適

した陸地を出現しており，六角沢凝灰岩の噴出と堆積はこの陸地に囲まれた内湾で行われた

ものとみられ，一方，中央丘陵地地域は沈降していき，外洋の影響のもと泥岩・砂岩の堆積

が行われたものとみられる。

　輝石安山岩の陸地から，六角沢凝灰岩の堆積しつつある内湾に植物化石がもたらされたこ

とは，同時に風化作用によって溶出したマンガンも供給される可能性があり，岩崎付近にみ

られる玉髄質石英や粘土を伴わない鉱床の一部は，この過程により海中に運ばれたマンガン
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が沈澱堆積したものと考えられる。堆積鉱床においては堆積盆におけるpHとEhの状態が

堆積物の成分に影響を与える（坂本1956）が？六角沢凝灰岩の堆積環境は淡水の混入する内

湾で，酸性・酸化性であったと考えられ，二酸化÷ンガン鉱の生成も容易であろう。暴木地

区の鉱床も輝石安山岩とこれを覆う早口川層泥岩との間の不整合面上付近に胚胎され，浅海

の類似した堆積環境において生成されたとみられる。高橋・八木（1934）は，この地域に分

布する追良瀬層（早口川層泥岩・砂岩に相当）中の頁岩を分析し，その化学組成が基質凝灰

岩と近似の成分を示し，その堆積的影饗大であるとしており，ここでいわれる基質凝灰岩は・

黒石沢層の輝石安山岩あるいは早口川層に挾在される同岩質の凝灰岩に相当し・おそらく下

位の輝石安山岩の影響があるものとみられる。また高橋・八木（前出）は，この化学組成を

示す頁岩と，他の地域の頁岩とを比較すれば，河口・三角洲・内湾堆積相の台島層（黒石沢

層相当）の或種の頁岩に最も近いとしている。

　北海道西南部の層状三酸化マンガン鉱床では1基盤の古生層あるいは先第三紀花歯岩と，

訓縫層ないしは八雲層との間の不整合面上に胚胎する例が報告されている（吉村・佐々1935；

秋葉1958）。このように不整合現象のおこるような堆積環境は，層状二酸化マンガン鉱床が

生成されるに，重要な地質条件の一つと考えられる。

　しかし，前述のように主要なマンガン供給源は，輝石安山岩噴出の海底温泉作用にあり，

これと異なる過程である輝石安山岩の風化作用によるマンガン分溶出も噴出後の比較的短い

期間に多かったと思われ，このような供給と内湾ないしは浅海の堆積環境が結びついて鉱床

が生成ざれたものであろう。

　なお本地域には，マンガン鉱床が集中的に分布し，他種金属鉱床で顕著なものはみられず，

鉱脈・黒鉱の多い青森・秋田県境部の他地域とは対照的である1これが基盤岩の岩質の差に

よって生じたものとすれば，基盤岩の性質やマンガン鉱床生成時における基盤岩の古地理的

分布なども問題となる。最近，島津（1962）は東北日本グリーンタフ地域の基盤となってい　　’

る花醐岩類を分帯し，本地域のものを阿武隈帯に含めている。北海道西南部の中新世マンガ

ン鉱床は，古い時代のマンガン鉱床を含む古生層の分布する地域に形成されているといわれ

（吉村1952a，　P　20；渡辺1961），鉱床再成論の見地から注目されていることである。

D．鉱床の層準と生成時期

　鉱床は早口川層泥岩，六角沢凝灰岩および岩谷層硬質頁岩凝灰岩互層中にそれぞれ胚胎さ

れている。早口川層は西黒沢層に岩谷層は女川層に対比されることから，鉱床の生成時期は，

中期中新世の西黒沢期から女川期初期までとみられる。鉱床生成に関係のあった輝石安山岩

は，すでに黒石沢層（台島層相当）堆積後期から活動し，岩谷層の堆積開始時まで休止期をも

って噴出しており，それぞれQ噴出後に海底温泉作用があり鉱床生成の主な原因となってい

る。北海道西南部の層状二酸化マンガン鉱床については後訓縫期（西黒沢），八雲期（女川）

前の生成とされ　（吉村・佐々1935；秋葉1958），本地域の鉱床の生成時期とほぼ一致してい

る。井上（1959，61）は北秋田地域における金属鉱床の層位的位置について述べているが，

塊状黒鉱については大葛層（西黒沢）中に胚胎されるとしている。塊状黒鉱が地層堆積時に

同生的に形成されたものとすれば，同じ時期に本地域ではマンガン鉱床が生成され，北秋田

地域では塊状黒鉱が生成されたことになる。，一方，、榊原（1958）によれば，西津軽一北秋田
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’　地域の鉱脈型・黒鉱型金属鉱床は・後期中新世船川期末の造山運動・完晶質岩の貫入に引続

　　いて生成されたとしており，本地域のマンガン鉱床とは造構運動・火成活動・生成時期とも

　　に異なった型のものかと考えられるeこめようにマンガン鉱床と他種金属鉱床との関係も，

　　グリーンタフ地域における鉱化作用の性格を明らかにする上にみのがせない問題であろう。

VIII．ま と め

　層状二酸化マンガン鉱床の分布する，深浦地方全域にわたる地質図を作成し，新露三系の

統一した層序を確立するとともに，地質構造の性格および火成活動の特徴を明らかにした。
その結果e一 鉱床の層位的・地理的位置が，地質と密接な関係にあり，鉱床の生成を支配した

特殊な地質条件の存在がみとめられた。

　1）　鉱床は，層状・塊状の形をなし，地層申に，層理に平行して挾在され，堆積鉱床の特

徴をもち，一般に玉髄質石英を伴う。

　2）鉱床は，層位上，輝石安山岩を覆う，上位の地層に限って胚胎され，この事実から，

マンガンが，輝石安山岩噴出後の主として海底温泉作用による湧出，一部は陸上（ないしは

浅海底）風但作用による成分溶出により♪供給されたものと考えられる。

3）鉱床と関係のある輝石安山岩は，地質構造上，NS軸とNW－SE軸の，2つの異な

る方向の背斜部が互いに交わってつくる，culminationの周辺部に噴出しており，それぞれ

異なる層準のものがみられるe

　4）　本地域は，藤倉川層（門前層相当）堆積後，全体としてみれば，相対的に隆起傾向に

あり，その後の地向斜性堆積の過程で，沈降量が少なく，堆積岩よりなる地層の薄化，局所

的不整合現象などで特徴づけられる。鉱床の多くは，その不整合面の上方付近に胚胎されて

おり，このような特徴をもつ地域的な地質条件が，鉱床の生成環境として関連したものとみ

られる。

　5）鉱床生成の堆積環境は，、隆起域周辺の内湾ないしは浅海とみられ，陸水の影響がつよ

く，酸性・酸化性であり，二酸化マンガン鉱床の形成は容易に行われたと考胤られる。

　6）鉱床は，早口川層（西黒沢層相当）と岩谷層（女川層相当）下部に胚胎される。した

がって，鉱床の生成時期は，申期中新世西黒沢期から女Jll．ag初期までとみられる。
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第2図青森県深浦地方の瀬図および断面図（盛谷智之，1962）追良瀬以北は上村不二雄の資料による。
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